
大
乗
荘
厳
経
論
（
三
号
身
習
曾
‐
呂
言
己
色
目
冨
国
）
は
初
期
唯
識
思

想
を
伝
え
て
い
る
重
要
な
論
害
で
あ
り
、
一
九
○
七
年
に
ぬ
げ
野
一

①
②

に
よ
っ
て
テ
キ
ス
ト
が
、
ま
た
一
九
一
一
年
に
そ
の
佛
訳
が
出
版

③
④

さ
れ
て
以
来
、
我
が
国
で
も
多
く
の
研
究
論
文
・
和
訳
、
並
び
に

⑤冒
号
ｘ
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
伊
野
一
本
に
は
間
違
い
が

多
く
、
の
．
Ｆ
心
昌
自
身
も
佛
訳
の
脚
註
で
、
か
な
り
の
訂
正
を
指

摘
し
て
い
る
。
更
に
長
尾
博
士
は
Ｆ
か
ａ
自
身
の
訂
正
の
他
に
チ

⑥

曇
ヘ
ッ
ト
訳
や
漢
訳
並
び
に
安
慧
釈
（
目
弓
・
）
や
大
谷
探
検
本
Ａ
、
Ｂ

な
ど
に
よ
っ
て
訂
正
を
加
え
冒
号
×
（
も
騨
再
○
画
①
）
の
初
め
に
そ

れ
を
列
挙
し
て
い
る
。

こ
の
長
尾
博
士
の
訂
正
に
よ
り
、
荘
厳
経
論
は
か
な
り
正
確
に

読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
漏
れ
て
い
る

大
乗
荘
厳
経
論
の
原
典
考

は
じ
め
に

Ｉ
求
法
品
を
中
心
と
し
て
Ｉ

⑦

と
こ
ろ
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
い
く
つ
か
は
最
近
出
版
さ

れ
た
国
侭
ｏ
亘
の
旨
い
厨
司
己
創
‐
呂
茸
型
目
圃
国
‐
（
ら
ご
）
で
訂
正

さ
れ
て
い
る
が
、
私
は
最
近
、
武
内
紹
晃
教
授
並
び
に
龍
谷
大
学

図
書
館
の
御
好
意
に
よ
り
、
大
谷
探
検
本
Ａ
、
Ｂ
を
参
照
し
な
が

ら
、
荘
厳
経
論
を
読
む
機
会
を
得
た
の
で
、
国
侭
ｏ
官
の
訂
正
が

正
し
い
か
ど
う
か
。
ま
た
の
．
Ｆ
か
負
自
身
の
訂
正
に
問
題
は
な
い
一

か
。
そ
し
て
そ
れ
以
外
に
も
訂
正
す
べ
き
個
所
が
な
い
か
ど
う
か
、

な
ど
の
点
に
つ
一
い
て
私
見
を
述
べ
よ
う
と
思
う
。

ま
た
山
口
博
士
が
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
（
一
○
六
頁
註
⑤
）
に
‐

お
い
て
、
「
蕊
に
引
用
せ
ら
る
る
『
五
明
処
云
々
』
の
文
に
対
し
・
ゞ

て
未
だ
そ
の
出
拠
を
審
ら
か
に
せ
な
い
が
」
と
い
わ
れ
る
「
五
明

処
に
勤
行
せ
ず
し
て
は
云
々
」
（
同
書
一
○
三
頁
）
の
偶
と
同
一
の
↑

偶
を
「
大
乗
荘
厳
経
論
」
の
偶
文
中
に
見
出
し
た
の
で
、
こ
の
点

に
つ
い
て
も
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

舟

橋
尚
哉
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⑧
⑨
⑩

初
め
に
、
伊
野
』
自
身
の
訂
正
で
、
長
尾
博
士
も
出
四
噌
巨
も
、

そ
の
ま
ま
そ
れ
を
採
用
し
て
い
る
個
所
で
、
私
が
疑
問
に
思
う
の

は
求
法
品
第
十
一
偶
の
長
行
で
、
四
正
勤
（
四
正
断
）
に
関
す
る
記

述
に
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
伊
小
国
本
（
や
弓
〉

一
．
扇
）
に
は
、

吊
）
Ｈ
四
は
』
恥
冒
ロ
ウ
面
倒
戸
倒
尉
旦
甚
〕
山
ぐ
四
三
（
）
冒
昂
①
ぐ
ゅ
口
倒
』
儲
倒
Ｈ
四
一
〕
旨
倒
ぐ
四
目
○

ぐ
目
ロ
胃
・
彦
倒
ぐ
四
国
倒
一
門
山
門
里
）
豈
倒
ぐ
ゅ
口
印
昏
己
Ｈ
自
陣
も
巴
息
倒
炭
倒
周
四
ヶ
胃
胃
倒
ぐ
四
‐

ロ
騨
冒
の
騨
目
ご
望
巴
六
℃
Ｈ
四
旨
四
口
①
切
匡
一⑪

「
仙
得
の
行
相
の
修
習
と
②
習
の
行
相
の
修
習
と
③
除
遣
の

行
相
の
修
習
と
側
対
治
の
行
相
の
修
習
と
が
〔
四
〕
正
勤
に

お
け
る
も
の
で
あ
る
」

⑨

と
あ
る
が
、
長
尾
博
士
の
冒
号
ｘ
の
初
め
の
訂
正
に
よ
れ
ば
、

《
《
も
餉
司
菖
昌
③
ぐ
」
ロ
胃
旦
｝
目
倒
ご
四
国
凶
。
Ｈ
①
ｐ
Ｑ
ｐ
胃
ご
』
ぬ
彦
倒
一
目
〕
醐
。
（
Ｆ
）
》
》

と
あ
る
か
ら
、
印
伊
野
、
一
自
身
の
訂
正
を
採
用
し
て
こ
こ
に
載
せ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
は
た
し
て
こ
れ
を
訂
正
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

宇
井
博
士
は
「
大
乗
荘
厳
経
論
研
究
」
（
六
一
四
頁
）
で
「
目
蜘
‐

ぐ
蒟
目
冨
口
煙
の
ぐ
演
目
冨
口
画
は
開
く
散
る
と
い
う
意
味
、
昌
壗
‐

が
つ
け
ば
、
そ
れ
の
否
定
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
…
…
よ
く
は

判
ら
な
い
」
と
い
っ
て
お
ら
れ
る
。

⑫

私
は
大
谷
探
検
本
Ａ
、
Ｂ
が
と
も
に
菖
昌
ａ
目
ぐ
四
国
四
（
Ａ
本

劇
画
葛
』
、
Ｂ
本
訊
ご
息
．
巴
と
読
め
る
よ
う
で
あ
る
し
、
ま
た

⑬

Ｆ
か
国
の
佛
訳
に
お
け
る
訂
正
が
昌
弓
菖
厨
ぐ
ぃ
昌
餌
（
ぐ
自
国
目
ぐ
四
口
Ｐ

の
誤
ま
り
）
を
邑
胃
負
碆
脚
四
口
四
と
訂
正
し
て
い
る
こ
と
に
疑
問
を

感
じ
て
、
昌
凰
ａ
目
ぐ
、
冒
四
の
用
例
を
詞
《
へ
て
み
た
。
．
幸
い
倶
舎

論
の
中
に
、
こ
の
荘
厳
経
諭
の
所
説
と
非
常
に
よ
く
似
た
記
述
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
「
倶
舎
論
」
智
品
に
は
、

ｅ
凹
諦
ｐ
Ｈ
ぐ
骨
。
固
劉
匿
芦
ご
屋
倒
倒
包
口
倒
一
毛
吋
騨
威
］
四
口
〕
ず
ぽ
ゅ
ぴ
ぽ
画
く
騨
口
倒
巨
Ｈ
ｌ

ｍ
①
ぐ
ゅ
口
曾
ヴ
ロ
画
く
四
目
凶
も
肖
四
は
も
こ
息
四
ご
豈
倒
く
四
］
〕
凶
ぐ
』
ロ
胃
。
画
醐
く
騨
昌
駒
‐

‐
ご
彦
倒
ぐ
ゅ
口
倒
○
四
一
（
己
．
屯
Ｈ
砂
・
毒
凹
巨
や
↑
胃
ｏ
》
『
．
］
ご

と
あ
る
が
、
こ
れ
を
先
程
の
荘
厳
経
論
の
所
説
と
比
較
す
る
と
、

急
巨
ａ
目
ぐ
四
口
号
圃
ぐ
騨
目
と
百
秒
は
冒
庸
号
冨
く
塑
鼠
と
の
順
序

が
異
な
る
こ
と
と
、
荘
厳
経
諭
に
は
各
だ
に
型
自
国
と
い
う
語
が

入
っ
て
い
る
こ
と
と
、
そ
し
て
荘
厳
経
論
の
昌
⑱
の
く
自
国
は
倶
舎

論
で
は
貝
ぢ
ぐ
営
沙
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
も
っ
と

も
、
倶
舎
論
の
く
冒
胃
巳
〕
剖
曽
邑
旨
剖
国
目
は
梵
文
四
一
○
頁
の

脚
註
⑩
に
よ
れ
ば
、
冨
切
．
に
ぐ
自
己
皇
賦
ぐ
騨
三
筥
目
畠
圖
と
あ
っ

た
と
あ
る
が
、
続
い
て
の
倶
舎
論
の
偶
文
に
、
〔
宮
島
冨
庸
色
‐
〕

負
目
ａ
目
ぐ
号
圖
ぐ
騨
口
の
（
目
・
）
と
あ
り
、
そ
の
長
行
に
自
国
は
‐

ご
煙
庸
四
‐
〕
負
昌
己
巨
画
く
巴
〕
己
旨
倒
罵
皀
①
（
や
筐
』
墓
．
巴
と
あ
る
か
ら
、
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や
は
り
ぐ
旨
胃
己
働
く
四
国
号
目
ぐ
色
目
と
解
す
顎
へ
き
で
あ
ろ
う
。
こ

⑭

の
こ
と
は
思
鼠
○
日
冒
塑
の
註
釈
に
よ
っ
て
も
確
か
め
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
倶
舎
論
の
漢
訳
を
見
る
と
、

「
修
有
二
四
種
記
一
得
修
。
二
習
修
。
三
対
治
修
。
四
除
遣

修
」
（
大
正
二
九
。
一
四
○
上
）

と
あ
る
か
ら
、
急
昌
巳
鼠
ぐ
鯉
口
篁
旨
剖
国
目
は
「
除
遣
修
」
と
訳
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
・
負
昌
ａ
ロ
ッ
ボ
昌
騨
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
は
昏
侭

冨
爲
弓
、
買
一
（
］
勗
巻
患
、
Ｉ
⑭
ｌ
己
ま
た
は
昏
小
妬
冨
Ｈ
旨
富
合
爵
ｌ

吟
ｌ
己
で
、
荘
厳
経
論
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
冨
昌
冒
（
除
去
）
と
は
一

致
し
て
い
な
い
が
、
思
鼠
○
日
詳
昌
の
註
釈
に
よ
れ
ば
、
ぐ
冒
己
颪
‐

『
、
冨
雨
員
己
｝
色
①
恥
騨
群
〕
目
倒
宅
匡
‐
巳
〕
①
邑
篁
〉
（
｝
恥
）
．
③
岸
Ｃ
》
』
．
］
］
）
》
詳
彦
四
吹
一
）
“
［
ご
●
〕

ご
四
目
冒
巨
目
（
）
邑
印
頁
昏
昏
８
頁
一
胃
且
己
農
○
（
］
ご
巻
急
ｌ
吟

Ｉ
巴
と
あ
る
か
ら
、
意
味
内
容
は
同
じ
で
あ
る
と
思
う
。
な
お
荘

厳
経
論
の
漢
訳
は
「
断
」
で
あ
る
。

で
は
負
目
乱
圃
ご
鯉
口
沙
と
い
う
語
は
本
来
ど
う
い
う
意
味
を
も

つ
語
で
あ
ろ
う
か
。
語
根
は
ａ
ｌ
昌
弓
く
副
副
引
で
あ
ろ
う
が
、
こ

の
目
己
颪
ぐ
営
団
に
は
、
①
旨
ご
己
侭
○
胃
》
の
の
。
息
の
の
意
と
、

②
君
閉
言
掲
幽
葛
豊
べ
ゞ
・
一
の
四
目
掴
と
い
う
意
と
が
あ
る
。
今
は
第

二
の
尋
騨
普
旨
”
四
重
３
吋
）
巳
①
筐
自
侭
の
意
で
、
同
色
鴨
昇
○
口
の

国
口
竺
旦
匡
牌
国
甦
〕
Ｈ
ａ
酔
冒
巴
自
詳
己
旨
は
９
国
ｑ
己
四
ｓ
に
よ
れ

ば
閏
吋
ぐ
巴
満
席
留
日
巳
甲
昌
局
＆
働
く
Ｐ
ロ
甲
国
罰
倒
と
い
う
用
例
が
あ
げ

一
一

⑮

次
に
こ
れ
は
団
騨
哨
巨
の
テ
キ
ス
ト
に
は
訂
正
さ
れ
て
い
る
が
、

⑯
⑰

長
尾
博
士
の
冒
号
×
で
は
訂
正
が
な
く
、
ま
た
荻
原
博
士
の
梵

和
大
辞
典
に
も
そ
の
ま
ま
荘
厳
経
論
の
用
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て

ら
れ
て
い
る
。
今
は
ａ
‐
昌
邑
‐
目
副
四
口
色
で
あ
る
が
、
ａ
‐
は
「
離

れ
る
」
の
意
を
も
つ
強
め
で
あ
ろ
う
か
ら
、
従
っ
て
「
〔
煩
悩
の

垢
を
〕
除
く
、
洗
い
落
す
」
の
意
で
、
荘
厳
経
論
で
「
断
」
、
倶
舎

論
で
「
除
遣
」
と
訳
さ
れ
た
語
と
大
体
一
致
す
る
よ
う
に
思
う
。

こ
の
「
四
種
の
修
」
は
す
で
に
大
毘
婆
沙
論
に
見
出
さ
れ
、
婆

沙
諭
巻
第
百
五
に
は
、

「
修
有
二
四
種
壬
一
得
修
。
二
習
修
。
三
対
治
修
。
四
除
遣

修
」
（
大
正
二
七
、
’
五
四
五
上
）

と
説
か
れ
、
婆
沙
論
巻
第
百
六
十
三
に
は
、

「
修
有
二
四
種
毛
謂
得
修
。
習
修
。
対
治
修
。
除
遣
修
」
（
大

正
二
七
・
八
二
四
中
）

と
説
か
れ
て
い
る
。

か
く
し
て
私
は
ａ
日
己
目
ぐ
豊
国
を
Ｆ
野
冒
の
訂
正
の
如
く

巳
弓
揖
圃
冨
匡
騨
と
訂
正
す
る
必
要
は
な
い
と
思
う
。
こ
の
こ
と
は

倶
舎
論
の
梵
本
（
国
蝕
目
自
本
）
に
よ
っ
て
も
確
か
め
ら
れ
た
よ
う

に
思
う
。
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い
る
の
で
、
影
響
力
の
大
き
い
騨
叩
沙
昌
冨
言
騨
ｌ
》
“
閏
鼻
己
冒
を
検

討
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

Ｊ

求
法
品
第
三
十
九
個
中
に
あ
る
四
”
皆
己
邑
冒
は
チ
ベ
ッ
ト
訳

罵
昌
旦
侭
昌
旨
昇
（
詞
で
、
漢
訳
で
は
「
非
真
分
別
」
と
訳
さ
れ

て
い
る
。
長
行
中
で
は
異
）
自
国
己
冑
房
四
壱
四
（
尿
昌
や
置
息
．
誤
）
、

チ
尋
ヘ
ッ
ト
訳
蔚
、
国
；
ぬ
も
騨
目
配
置
目
も
島
国
自
営
目
鼻
侭
も
餌

（
ヨ
ー
画
ｌ
巴
と
あ
る
か
ら
、
「
虚
妄
分
別
」
の
意
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
が
、
で
は
閉
酋
日
屏
島
〕
秒
の
ま
ま
で
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

⑱

確
か
に
「
華
厳
経
」
入
法
界
品
の
中
に
は
、
こ
れ
に
類
す
る
語
が

Ｉ，

見
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
、
圏
司
く
抄
国
風
勗
曽
三
国
言
騨
が
三
切

⑳

虚
妄
分
別
」
（
実
叉
難
陀
訳
）
と
訳
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
酋
函
言
三
〕
目
‐

⑳

菌
鋤
塑
一
三
ｓ
ご
抄
（
ぐ
筥
身
Ｐ
本
、
ｐ
閏
〔
弓
自
首
”
四
目
富
ご
画
）
も
「
虚
妄
分

別
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
麹
陥
二
１
国
言
一
を
「
虚
妄
分
別
」

ま
た
は
「
非
真
分
別
」
と
訳
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

大
谷
探
検
本
Ａ
へ
Ｂ
を
見
る
と
、
い
ず
れ
も
明
瞭
に
“
切
騨
芽
昌
冨

（
Ａ
本
ｇ
四
蔦
《
］
、
Ｂ
本
畠
ず
息
．
ｓ
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
こ

こ
は
国
品
○
目
の
如
く
路
目
烏
四
壱
四
を
尉
騨
房
巴
冒
と
訂
正
す

る
こ
と
が
正
し
い
よ
う
に
思
う
。
更
に
こ
の
こ
と
を
傍
証
す
る
資

料
と
し
て
、
「
荘
厳
経
論
」
求
法
品
第
十
七
偶
に
も
閉
騨
房
己
冨

と
い
う
語
が
あ
り
、
チ
今
ヘ
ッ
ト
訳
は
冒
菖
８
ｍ
目
幽
営
目
耳
侭
己
騨

と
な
っ
て
お
り
（
漢
訳
の
相
当
語
な
し
）
、
そ
の
長
行
で
は
：
冒
す
‐

そ
れ
で
は
国
紺
Ｏ
宮
の
訂
正
が
い
つ
も
正
し
い
か
と
い
｜
う
に
、

⑳

必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
例
え
ば
第
三
偶
の
長
行
で
乱
ョ
○
‐

⑳

肩
四
日
ロ
琶
国
（
解
脱
門
）
が
負
日
○
冨
閉
己
合
酋
と
訂
正
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
や
漢
訳
な
ど
か
ら
見
て
訂
正
し
な
い

方
が
よ
い
。

己
冑
時
四
壱
四
（
隠
急
本
、
ロ
望
息
．
弓
）
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
割
目
。
侭

己
色
目
四
置
目
冨
冒
百
口
冒
昇
侭
冨
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
、
第

三
十
九
侭
の
秒
“
皆
竺
門
己
冒
を
第
十
七
偶
の
騨
吻
騨
穿
己
冒
と
比
較

す
れ
ば
、
チ
《
、
ヘ
ッ
ト
訳
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、

第
三
十
九
偶
の
凹
困
弓
冨
壱
四
は
、
騨
の
騨
房
”
言
騨
と
訂
正
し
た
方

が
自
然
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
「
三
性
論
偶
」
の
第
四
偶
に
も
閉
自
鳥
鳥
）
、
↑
と
い
う
語

が
見
出
さ
れ
る
が
（
「
山
口
益
佛
教
学
文
集
」
上
巻
一
二
五
頁
）
、
旨
い
．

は
閉
曽
丙
四
言
曾
で
あ
り
（
「
宗
教
研
究
」
新
第
八
巻
第
二
号
八
一
頁
並

び
に
プ
サ
ン
の
論
文
〔
後
出
〕
一
五
四
頁
の
脚
註
④
参
照
）
、
ド
・
ラ
・

ヴ
ァ
レ
・
’
プ
サ
ン
は
、
閉
騨
芽
幽
言
酋
に
訂
正
し
て
お
ら
れ
る
。
（
号

Ｆ
ｐ
ぐ
己
示
①
用
ざ
自
認
日
”
］
尉
畠
）
具
詳
吋
昌
融
（
一
①
ご
儲
昌
）
自
一
三
旨
‐
ｚ
脚
輌
申

ご
一
言
色
砿
昌
．
］
・
切
首
○
易
冒
鼻
胃
ｃ
鋤
’
三
陛
四
長
①
”
の
三
目
ｇ
”
昇
冒
且
‐

（
冒
旨
の
”
．
国
昌
潔
呂
①
め
ゞ
盲
三
鼻
忌
路
》
一
五
四
頁
参
照
）

三
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⑳
⑳

ま
た
第
四
偶
の
長
行
で
ぐ
扉
の
笛
（
殊
勝
）
が
く
鼠
の
笛
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
植
か
も
し
れ
な
い
が
く
跡
①
笛
の
方
が
よ

い
と
思
う
。

⑳
⑳

ま
た
ぐ
①
日
冨
ぐ
望
四
（
知
ら
る
手
へ
き
）
が
く
豊
呂
園
国
風
と
な
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
も
ぐ
①
呂
冒
ぐ
冒
騨
の
ま
ま
で
よ
い
よ
う
に
思
う
。

、
侭
。
亘
の
訂
正
で
疑
問
に
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
ま
だ
他
に
も

⑳
⑳

あ
る
。
例
え
ば
第
四
偶
の
長
行
で
冒
尉
』
ｇ
ｏ
罫
①
を
長
尾
博
士
は
、

チ
寺
へ
ヅ
ト
訳
と
言
骨
身
旨
ｇ
ｐ
さ
震
冨
に
よ
り
、
〕
国
３
８
９
９

と
訂
正
さ
れ
て
い
る
が
、
胃
騨
蜀
＋
副
Ｏ
ｇ
３
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

麺

訂
正
は
正
し
い
。
し
か
る
に
国
拐
○
三
は
胃
邑
劉
Ｈ
Ｏ
Ｃ
津
の
言
昌
一
と

し
て
い
る
が
、
こ
れ
で
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
大
谷
探
検
本
Ａ
・
Ｂ

⑳

は
と
も
に
冒
且
到
目
旦
言
と
読
め
る
よ
』
ハ
ノ
で
あ
る
し
、
こ
こ
は

胃
○
○
芹
の
ご
ロ
包
唱
］
号
閏
圏
昏
①
（
人
の
罪
過
が
告
白
せ
ら
れ
た
と
き
に
）

が
四
房
。
．
Ｆ
に
理
解
せ
ら
れ
る
か
ら
、
日
○
２
８
の
方
が
よ
い
よ

⑫

う
に
思
う
。
そ
し
て
チ
ベ
ッ
ト
訳
も
こ
の
よ
う
に
読
ん
で
い
る
。

ま
た
長
尾
博
士
の
冒
号
×
で
は
、
伊
留
〕
自
身
の
訂
正
を
採
用

し
て
す
で
に
一
訂
正
さ
れ
て
い
る
の
に
、
国
侭
ｏ
言
の
テ
キ
ス
ト
で

は
Ｆ
野
］
本
の
ま
ま
で
訂
正
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
。
例
え

⑬
⑭

ば
求
法
品
第
二
十
九
個
の
皀
尉
日
曽
爵
を
、
長
尾
博
士
は
Ｆ
か
負

の
訂
正
に
よ
っ
て
己
Ｈ
ｇ
ｇ
勧
め
と
訂
正
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
る

⑮

に
嗣
侭
○
冒
の
テ
キ
ス
ト
で
は
三
叶
冒
倒
剖
の
ま
ま
で
訂
正
さ
れ

四⑬
〃

｜
次
に
山
口
博
士
が
チ
。
ヘ
ッ
ト
訳
に
よ
っ
て
訂
正
さ
れ
た
個
所
を

⑲

検
討
し
て
み
よ
う
。
す
な
わ
ち
求
法
品
第
二
十
一
偶
（
ａ
）
の
Ｆ
か
昌

本
に
冨
竺
国
号
農
戯
ご
畠
薗
可
習
菖
と
あ
る
が
、
山
口
博
士
は
チ

ベ
ッ
ト
訳
に
よ
っ
て
、
冨
匡
風
合
『
葛
３
日
削
○
電
茸
謝
威
と
訂
正
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
長
尾
博
士
の
冒
号
×
の
初
め
に
は
》
こ
の
訂

正
は
見
あ
た
ら
ず
、
む
し
ろ
冒
号
×
》
に
は
習
厨
圏
で
は
な
く

⑳型
）
富
国
（
閏
．
曽
光
）
の
ま
ま
で
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

確
か
に
割
く
副
副
に
は
さ
め
ご
ロ
①
○
局
匡
胃
①
甘
言
閨
房
】
ざ

皇
曽
①
胃
と
い
う
意
が
あ
り
ハ
倒
さ
ず
倒
食
．
錯
）
に
は
｝
侭
胃
》
眉
冨
‐

胃
曽
］
。
①
と
い
う
意
が
あ
る
か
ら
、
一
見
、
漢
訳
の
「
光
」
と
一
致

す
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
長
行
に
は
響
冒
困
薗
（
漢
訳
「
光
」
）

と
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
・
は
画
ず
ぽ
倒
困
ま
た
は
凶
ご
ロ
引
算
画

⑪

と
解
す
蕊
へ
き
で
あ
ろ
う
。
国
侭
。
冒
は
後
者
の
習
目
困
薗
と
訂

正
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
で
は
偶
文
の
・
一
・
行
聡
シ
ラ
ブ
ル
が
１

⑮

て
い
な
い
。
し
か
し
大
谷
探
検
本
Ａ
１
Ｂ
に
よ
れ
ば
、
昌
目
５
口
閉

と
な
っ
て
い
る
し
、
チ
↓
、
ヘ
ッ
ト
訳
も
Ｆ
⑪
ａ
自
身
が
指
摘
す
る
如

⑰

く
口
騨
侭
昌
己
昌
且
（
無
慢
）
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
は
や
は
り
の

、
Ｕ
０

Ｆ
野
』
や
長
尾
博
士
の
訂
正
の
如
く
、
巳
『
日
野
削
で
は
な
く
昌
吋
‐

日
抄
口
開
と
す
尋
へ
き
で
あ
ろ
う
。
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さ
て
い
Ｆ
酔
目
も
、
長
尾
博
士
も
、
国
侭
Ｃ
亘
も
訂
正
し
て
い

な
い
個
所
で
、
新
た
に
訂
正
を
加
え
た
い
個
所
に
つ
い
て
述
べ
よ

⑬

う
。
す
な
わ
ち
、
求
法
品
第
十
一
偶
の
長
行
に
は
、
Ｆ
⑰
豆
本
に

雷
昌
目
拝
目
黒
旨
ご
凱
愚
昌
砦
胃
冒
再
耳
（
無
相
に
住
す
る
転
依
）
ゞ
と
あ

⑭
Ｉ

る
が
、
大
谷
探
検
本
Ａ
、
Ｂ
に
よ
れ
ば
、
と
も
に
》
昌
目
詐
曾
‐

凰
洋
四
騨
冨
ご
散
Ｈ
動
く
酌
も
醇
凰
く
耳
ご
と
あ
り
騨
巨
ｑ
は
。
岸
冨
昇
巨
ご

．
⑮

と
な
っ
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
も
め
①
目
印
管
農
と
あ
り
、
漢

訳
で
も
「
心
住
」
（
大
正
三
一
・
六
二
上
）
と
あ
る
か
ら
、
こ
こ
は

や
は
り
凰
茸
四
ｍ
ｇ
目
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑯

ま
た
求
法
品
第
八
偶
の
長
行
で
、
Ｆ
ｇ
〕
本
に
酉
稗
且
鼠
色
ぐ
己
冒

⑰

冒
笛
］
閉
園
扇
昏
（
作
意
は
十
八
種
で
あ
る
）
と
あ
る
が
、
大
谷
探
検
本

Ａ
、
Ｂ
に
は
い
ず
れ
も
尉
国
（
盲
蟹
国
己
５
）
判
○
噌
目
曽
国
異
習
‐
己
目

と
な
っ
て
い
て
言
噌
が
入
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
漢
訳
に
は
、

「
十
八
種
作
意
」
（
大
正
三
一
・
六
一
○
下
）
と
あ
っ
て
、
苫
噌
に

シ
ラ
ブ
ル
増
え
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
山
口
博
士
の
如
く
号
目
‐

＠

の
○
）
甘
四
と
訂
正
す
る
方
が
よ
い
よ
う
に
思
う
。
ち
な
み
に
大
谷
探

検
本
の
Ａ
本
を
見
る
と
、
号
昌
里
〕
目
、
ｏ
」
吋
騨
と
読
め
る
よ
う
で

あ
り
、
チ
｛
、
ヘ
ッ
ト
訳
も
こ
の
個
所
と
長
行
の
習
圃
出
国
を
と
も

に
印
貝
目
ず
い
と
訳
し
て
い
る
。

五

⑱

相
当
す
る
語
が
見
あ
た
ら
な
い
が
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
も
昌
巴
‐

屋
ご
胃
○
吋
置
二
辰
ヴ
竜
の
。
己
騨
と
あ
っ
て
、
禺
冒
己
壹
ワ
電
○
門
（
爵
ゞ
］
○
鴨
）

が
入
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
苫
盟
を
入
れ
て
、

言
悪
日
四
口
農
園
国
と
す
る
方
が
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

⑲

次
に
求
法
品
第
十
五
偶
の
長
行
に
、
伊
野
』
本
に
よ
れ
ば
菌
昏
倒

⑩

Ｒ
目
箇
昌
騨
貝
国
冨
邑
嘱
冒
菌
昌
と
な
っ
て
お
り
、
Ｆ
野
』
の
佛
訳

⑨

並
び
に
長
尾
博
士
の
目
号
泌
”
で
は
昌
昌
詳
昌
は
日
騨
昌
昌
と
訂

②

正
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
団
侭
ｏ
巨
本
で
も
冠
胃
目
目
母
国
目
Ｐ
匡
‐

禽
名
秒
凰
唱
言
冨
昌
と
な
っ
て
い
る
。
勿
論
温
目
国
を
目
四
貝
国

に
訂
正
す
る
こ
と
は
正
し
い
が
、
目
前
薗
目
四
貝
国
の
ま
ま
で
よ

い
で
あ
ろ
う
か
。
・
↓
｜

③

大
谷
探
検
本
の
Ａ
本
、
Ｂ
本
は
と
も
に
国
働
乱
冒
恥
目
目
↑
冨
昌
‐

③

鱈
ご
冨
冒
と
読
め
る
よ
う
で
あ
る
し
、
チ
書
ヘ
ッ
ト
訳
も
“
閏
巨

目
色
冨
呂
猪
①
（
爵
．
旨
ご
自
国
目
目
）
と
読
ん
で
い
る
の
で
あ
る
か

＠

ら
、
こ
こ
の
意
味
の
取
り
方
に
も
関
連
し
て
く
る
の
で
あ
る
が
、

私
は
昌
母
甲
日
沙
口
耳
四
と
読
む
方
が
よ
い
と
思
う
。

一
ハ

③
③
③

の
Ｆ
か
ａ
自
身
の
訂
正
を
、
長
尾
博
士
も
、
閃
猪
ｏ
Ｅ
も
、
そ

の
ま
ま
採
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
宇
井
博
士
の
み
が
こ
の
訂
正

に
疑
問
を
抱
い
て
お
ら
れ
る
個
所
に
つ
い
て
述
》
へ
よ
う
。
す
な
わ
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⑲

ち
求
法
品
第
四
十
二
偶
の
長
行
に
甘
且
目
菌
昏
倒
ｇ
ｏ
８
と
あ

③

る
が
、
こ
の
苗
昏
倒
を
Ｆ
野
］
自
身
は
冨
薗
と
訂
正
し
て
お
ら

＠

れ
る
。
し
か
し
宇
井
博
士
は
再
豊
働
と
訂
し
た
の
は
、
む
し
ろ

罰
色
薗
か
」
と
い
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
私
も
こ
こ
は
園
騨
剴

の
方
が
よ
い
よ
う
に
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
の
大
谷
探
検
本
は
、

、
＠

Ａ
本
、
Ｂ
本
と
も
に
明
瞭
に
胃
ご
ロ
騨
冨
冨
困
Ｃ
Ｏ
色
と
な
っ
て

、
．
、

い
る
し
、
チ
寺
ヘ
ッ
ト
訳
で
も
盟
邑
唱
切
と
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
は
や
は
り
詞
夢
乱
と
訂
正
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

、
③

次
に
求
法
品
第
九
偶
の
』
言
“
言
ご
勢
に
つ
い
て
砂
Ｆ
少
『
』
は

⑰

ご
皇
巴
冒
○
吋
〕
巨
富
と
訂
正
し
て
お
ら
れ
、
長
尾
博
士
も
そ
れ
を

そ
の
ま
ま
採
用
し
て
お
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
意
味
は
あ
ま

り
変
ら
な
い
が
、
こ
こ
が
偶
文
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
↑
〕
己
冒

の
方
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ざ
旦
四
菅
四
で
は
一

行
Ⅳ
シ
ラ
ブ
ル
に
な
る
が
、
》
芭
冨
な
ら
肥
シ
ラ
ブ
ル
で
次
の
行

の
蝿
シ
ラ
ブ
ル
と
同
じ
に
な
る
と
思
う
。⑬
＠

国
樹
○
三
の
テ
キ
ス
ト
で
も
〉
芭
冨
と
な
っ
て
い
る
し
、
大
谷

探
検
本
Ａ
、
Ｂ
‐
も
と
も
に
》
冨
冒
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
チ
ベ

ッ
ト
訳
で
も
胃
］
＆
目
且
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
、
茜
壱
四
（
Ⅱ

皇
四
宮
四
）
の
方
が
よ
い
と
思
う
。

そ
の
他
、
わ
か
り
き
っ
た
誤
植
の
た
め
か
、
長
尾
博
士
の
旨
‐

号
ｘ
の
初
め
で
は
訂
正
さ
れ
て
い
な
い
が
、
求
法
品
第
十
四
偶
の

動

長
行
の
号
巨
ロ
ロ
呉
鼠
菌
は
、
勿
論
、
曽
巨
］
目
蝕
プ
、
弾
の
誤
植
で

⑪
、

あ
る
。
大
谷
探
検
本
Ａ
、
Ｂ
に
も
号
匡
邑
昌
呉
ぐ
弾
と
あ
る
し
、
チ

ベ
ッ
ト
訳
も
ｇ
Ｐ
Ｈ
己
・
自
己
騨
冨
も
ご
冑
Ｈ
ｏ
と
な
っ
て
い
る
か

ら
、
各
三
口
三
目
く
ぎ
に
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
。

＠

ま
た
求
法
品
第
三
十
二
偶
に
入
る
直
前
の
長
行
に
、
笛
昌
匡
詠
騨

と
あ
る
が
、
こ
れ
も
勿
論
函
目
匡
の
蟹
の
誤
植
で
あ
り
、
第
四
十

，

一
偶
の
長
行
の
も
胃
扉
、
己
巳
国
耳
目
も
函
国
営
段
冒
貢
『
弾
の
誤

植
で
あ
る
。

③

ま
た
求
法
品
第
十
一
偶
の
長
行
、
四
目
ロ
尉
○
習
色
圃
国
は
、
長
尾

③

博
士
の
冒
号
〆
の
初
め
に
は
訂
正
さ
れ
て
い
な
い
が
、
宇
井
博

⑰

士
と
国
侭
Ｏ
旨
と
に
よ
っ
て
訂
正
さ
れ
て
い
る
如
く
、
困
日
口
尉
‐
」⑮

３
国
圃
国
（
Ⅱ
の
閏
眉
（
国
＆
愚
‐
際
胃
騨
）
の
誤
植
で
あ
る
。
勿
論
、
チ

、
、
ヘ
ッ
ト
訳
に
は
Ｈ
国
四
日
も
凹
面
冨
国
）
と
い
う
語
が
見
出
さ
れ
る
。

⑲
⑳

同
様
に
第
四
十
三
偶
の
直
前
の
長
行
の
冨
国
ぐ
餌
詐
昼
も
富
‐

国
萬
茸
曽
の
誤
植
で
あ
る
。

他
に
も
こ
う
い
う
個
所
は
あ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
今
は
主
に
求

法
品
第
一
偶
よ
り
第
四
十
三
偶
の
直
前
ま
で
を
考
察
し
た
だ
け
で

七
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あ
り
、
そ
れ
以
後
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
検
討
し
て
み
よ
う
と

思
う
。大
谷
探
検
本
Ａ
、
Ｂ
を
用
い
た
論
文
と
し
て
は
、
先
に
述
、
へ
た

、武
内
紹
晃
教
授
の
論
文
が
注
目
さ
れ
る
、
へ
き
で
あ
り
、
↑
こ
の
論
文

＠

に
は
Ｆ
か
日
本
と
Ａ
本
。
Ｂ
本
と
の
対
照
表
が
つ
い
て
い
る
の
で
、

大
変
便
利
で
あ
る
。

⑨

ま
た
求
法
品
第
三
十
五
偶
に
つ
い
て
は
、
海
野
孝
憲
氏
の
論
文

＠

が
あ
り
、
長
尾
博
士
の
旨
：
ｘ
の
初
め
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
訂

正
と
は
少
し
異
な
る
の
で
、
↑
こ
の
論
文
も
注
意
す
。
へ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
最
後
に
、
山
口
博
士
が
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
の
中
で
、

③「
五
明
処
に
勤
行
せ
ず
し
て
は
、
聖
上
者
す
ら
↑
一
切
智
性
た
ら
ず
。

さ
れ
ば
外
人
を
破
り
、
〔
そ
れ
を
〕
摂
受
す
る
為
に
、
又
自
ら
知

ら
ん
が
為
に
、
彼
は
彼
〔
五
明
処
〕
↑
に
勤
行
す
」
と
あ
る
偶
に
っ

④

い
て
、
「
未
だ
そ
の
出
拠
を
審
ら
か
に
せ
な
い
が
云
々
」
と
い
っ

て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
偶
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

⑰

五
明
処
と
い
う
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
内
明
等
の
五
明
で
あ

り
、
大
乗
の
菩
薩
は
所
知
障
を
断
ず
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
を
学
ば

⑬

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
そ
う
い
う
意
味
で
こ
の
偶
文
は
重
要
で
あ

り
、
《
よ
く
引
用
さ
れ
る
。

K

八

③

し
か
し
こ
の
偶
の
出
典
に
っ
い
て
は
、
山
口
博
士
も
い
わ
れ
る

如
く
明
ら
か
で
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
私
は
最
近
、
「
荘
厳
経

論
」
求
法
品
を
読
ん
で
い
て
、
こ
の
偶
と
全
く
同
一
の
偶
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
た
。
（
求
法
品
は
よ
く
読
ま
れ
て
い
る
の
で
、
あ
る
い

は
す
で
に
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
た
人
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、
二
、

⑳

三
の
人
に
聞
い
た
り
、
ま
た
調
寺
へ
た
り
し
た
が
見
あ
た
ら
ず
、
吋
騨
且
。
菌

も
最
近
の
出
版
物
の
中
で
、
こ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
た
め
か
、
Ⅷ
こ
の
偶
に

対
し
て
全
く
別
な
還
元
梵
語
を
与
え
て
い
る
）

こ
の
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
で
引
用
さ
れ
て
い
る
「
五
明
処
云

々
」
の
偶
と
同
一
の
偶
と
い
う
の
は
、
「
荘
厳
経
論
」
求
法
品
の

「
明
処
３
号
胃
苦
営
騨
）
を
求
め
る
に
関
す
る
偶
」
と
し
て
説
か
れ

て
い
る
第
六
十
偶
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
求
法
品
第
六
十
偶
に
は
、

⑩

』
。
ご
」
Ｑ
〉
動
唾
匡
屑
凶
冒
①
己
四
コ
。
“
く
目
ユ
ロ
①
と
○
ぬ
釦
己
冒
己
自
計
ご
倒
緊
胃
く
蛍
一
．
伊
守
Ｉ

ご
四
国
〕
］
〕
騨
］
は
］
吟
四
庁
ロ
四
国
］
Ｃ
群
ご
妙
時
伊
ロ
〕
倒
局
琶
己
》
｜

昇
冒
四
目
竜
①
い
い
Ｈ
ご
胃
昌
娠
門
僅
ぽ
秒
ご
四
国
ロ
”
Ｈ
四
丘
色
ご
倒
罰
砂
ゆ
く
鼻
画
倒
門
庁
彦
四
濤
営

、
〃
ぐ
倒
庁
凹
斤
Ｈ
四
戸
四
月
○
庁
目
①
ご
騨
⑩
四
目
○
ぬ
凹
寓
口
－
，
つ
一
一

⑪「
五
明
処
に
勤
行
せ
ず
し
て
は
、
最
勝
な
る
聖
者
は
、
如
何

に
し
て
も
一
切
智
性
に
至
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
、
他
人
を
征

服
し
、
摂
受
す
る
た
め
に
、
ま
た
自
ら
知
ら
ん
が
た
め
に
、

彼
は
そ
こ
〔
五
明
処
〕
に
勤
行
す
る
」
（
第
六
十
偶
）

と
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
先
の
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
の
偶
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文
と
比
較
す
る
と
き
、
同
一
の
偶
で
あ
る
こ
と
は
す
ぐ
に
気
が
つ
い
る
の
で
、
ち
な
み
に
こ
の
偶
の
チ
書
ヘ
ッ
ト
訳
を
対
照
す
る
と
次

ぐ
で
あ
ろ
う
。

の
如
く
な
る
。

「
中
辺
分
別
論
」
安
慧
釈
は
、
こ
こ
の
個
所
の
農
．
を
欠
い
て

。
②
．
〆
．
》
．
⑭

「
中
辺
分
別
論
」
安
慧
釈
己
ロ
「
大
乗
荘
厳
経
論
」
求
法
品
目
ロ

国
、
‐
己
ゆ
ほ
』
ぬ
口
四
ｍ
］
。
四
ｌ
口
蝕
噸
と
四
ヶ
吋
伸
ｍ
Ｏ
ｐ
ｂ
四
吋
Ｈ
巨
騨
’
ず
首
Ｐ
ｍ
ｌ
ｂ
②
Ｈ
一
ロ
函
も
騨
廿
Ｈ
ｍ
ｐ
ｐ
の
』
口
凹
Ｑ
四
”
冒
騨
ず
門
庁
ｍ
Ｏ
ｐ
も
騨
局
減
員
Ｐ
ず
〕
四
ｍ
己
四
門
｜
｜

伝
宅
ロ
Ｐ
ぬ
い
ｉ
Ｈ
目
○
ロ
ｏ
ｍ
Ｉ
ｍ
房
斥
園
凹
口
庁
置
四
引
頁
ｍ
ｌ
ｏ
色
Ｑ
〕
国
丙
ロ
］
①
ロ
ー
獣
』
全
員
）
］
Ｉ
ぽ
い
函
ｐ
Ｈ
‐
｝
）
己
琴
色
頤
、
牌
巨
Ｃ
彦
○
ｍ
ｍ
厨
美
戸
）
訓
、
↑
乱
冒
詐
］
戸
四
口
届
○
四
△
Ｈ
己
屍
茸
冨
曾
］
猷
芦
旦
民
国
胃
］
）
、
望
自
儲

、
●
〆（
○
』
、
）
〆

庁
①
’
庁
⑦
｜

（
一
？
ｇ
の
‐
〔
。
？
〕
賜
騨
目
自
侭
儲
冨
偲
ｃ
８
号
“
‐
鯵
言
胃
目
〔
さ
曾
宮
〕
号
脩
冒
“
亘
理
鳴
冒
冒
呂
哩
昏
胃
屑
に
骨
“
侭
旧
脹
恒
一

己
ぽ
く
胃
１
Ｈ
Ｐ
ロ
〕
一

卜
Ｋ

周
一
国
‐
ぬ
勗
叩
①
、
’
壱
四
Ｈ
ウ
ピ
Ｐ
Ｉ
〔
ず
騨
一
筥
ｌ
〕
己
一
］
〕
胃
Ｑ
①
－
｝
騨
旦
①
司
合
印
○
二
‐
づ
く
①
二
一
一
ざ
。
Ｐ
函
凱
』
二
一
輿
】
ご
恥
①
鉱
ご
胃
Ｐ
も
営
買
一
門
〔
一
①
』
静
（
』
①
一
判
）
禺
詐
鋲
○
こ
ず
冒
Ｇ
Ｑ
ｌ
ｌ

鶚
詩
卦
雪
拝
’
８
“
〈
獣
鯲
覚
ゞ
Ⅷ
￥
、
奇
行
片
。
八
唱
如
作
当
月
。

「
汁
剤
南
常
熟
Ｓ
愚
」
陣
：
お
‐
甲
哩
庁
伊
が
背
呼
何
ｓ
計
萱
時
ラ
Ｓ
号
録
存
言
舜
与
。

乱
ゞ
週
Ｉ
Ⅶ
Ａ
Ｋ
ｓ
ｌ
索
拝
瓶
舜
醍
颪
葦
ｌ
講
寓
ｌ
卦
ｓ
勢
シ
Ｕ
へ
ラ
豊
詣

：
’
１
誰
興
淵
引
Ｓ
隣
ラ
ヘ
腓
〈
。
巳

以
上
の
如
く
、
「
中
辺
分
別
論
」
安
慧
釈
に
引
用
さ
れ
る
偶
と
、

「
荘
厳
経
論
」
求
法
品
第
六
十
偶
と
は
全
く
同
じ
偶
で
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
弓
四
目
ｇ
『
四
は
こ
の
こ
と
を
知
ら
な
い

た
め
か
、
「
中
辺
分
別
論
」
安
慧
釈
に
引
用
さ
れ
る
こ
の
偶
に
対

し
て
、
次
の
如
き
全
く
異
な
る
還
元
梵
語
を
与
え
て
い
る
ｇ

⑭⑳
只
司
○
℃
目
國
函
胃
四
伝
汁
も
少
国
○
ゆ
く
」
Ｑ
胃
倒
も
煙
。
脚
ロ
』

・
冒
倒
吋
凹
ウ
ロ
冠
四
，
の
閨
凶
行
』
肉
四
旦
倒
己
肖
の
四
Ｈ
ぐ
皇
ヨ
餌
昏
・
’

庁
餌
舛
）
』
亘
到
①
の
四
国
〕
旨
』
ぬ
罵
缶
丘
倒
》
ｐ
ｐ
ｍ
扇
テ
ロ
倒
引
計
彦
色
罫
〕

、
、
Ｕ

の
ぐ
些
動
割
ご
倒
風
け
ど
鄙
］
ぐ
凶
〕
周
呉
〕
丘
①
詐
詐
騨
詳
禺
四
ぐ
、
再
昌
四
口
〕
｜
｜

ｔ

＊
勺
秒
冨
Ｑ
ｇ
四
本
で
は
品
胃
『
島
の
よ
』
う
で
あ
る
が
、
四
頓
‐
農
と
訂
正

し
た
。

こ
こ
で
弓
四
国
Ｑ
２
四
は
「
五
明
処
」
の
農
．
を
も
山
口
ｏ
少
一
ぐ
己
剴
‐

冒
目
目
と
想
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
荘
厳
経
論
の
堅
く
，

で
は
ぐ
箆
箇
、
昏
習
①
も
自
戸
Ｒ
２
匙
冒
で
あ
っ
て
、
「
処
」
の
巴
肉
．
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か
く
し
て
私
は
「
大
乗
荘
厳
経
諭
」
求
法
品
の
原
典
を
、
大
谷

探
検
本
Ａ
、
Ｂ
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
り
考
察
し
て
き
た
わ
け
で

あ
る
が
、
こ
の
「
荘
厳
経
諭
」
が
思
想
的
に
難
解
で
あ
る
た
め
か
、

あ
る
い
は
昌
切
が
不
完
全
で
あ
っ
た
た
め
か
、
ｍ
Ｆ
⑪
負
の
テ
キ

ス
ト
に
は
間
違
い
が
多
く
、
門
野
』
自
身
の
訂
正
や
長
尾
博
士
の

訂
正
に
よ
り
、
一
応
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
後
、

宇
井
博
士
や
国
猪
○
頁
の
訂
正
も
あ
り
、
そ
れ
で
も
漏
れ
て
い
る

は
も
且
四
で
は
な
く
、
昇
目
口
曾
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
山

口
博
士
の
「
中
辺
分
別
論
」
安
慧
釈
の
Ｐ
弓
の
国
９
８
に
収
録
さ

れ
て
い
る
還
元
梵
語
を
見
る
と
、
「
五
明
処
」
の
烏
．
は
冨
胃
騨
目

ａ
身
閑
昏
倒
旨
①
箇
と
な
っ
て
お
り
、
「
処
」
の
農
．
は
の
昏
閏
国
四

と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
推
定
は
正
し
い
。
し
か
し
山
口
博
士

補
註

も
、
勿
論
こ
の
出
典
に
つ
い
て
は
気
づ
い
て
お
ら
れ
な
い
か
ら
、

「
荘
厳
経
論
」
求
法
品
第
六
十
偶
の
農
．
と
比
較
す
る
と
大
分
異

な
っ
て
い
る
。
山
口
博
士
の
還
元
梵
語
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

⑤四
冒
倒
門
里
）
ロ
ゴ
の
切
巨
己
沙
ロ
。
②
⑩
ロ
く
」
二
国
画
ゆ
げ
面
倒
国
の
め
ロ

ワ
ー
ｌ
》

四
Ｈ
冒
○
己
冒
凹
頤
罵
一
唇
⑳
醇
周
く
且
。
騨
詐
く
ふ
員
己
ご
色
す
ず
“
・
ぐ
騨
武
一

計
四
庁
○
・
』
ご
品
切
９
画
目
蒟
叶
秒
壷
響
胄
ロ
”
扇
昏
倒
Ｈ
ご
一
夢
。
］

ｍ
ご
色
昌
曽
け
ぐ
閏
］
．
倒
邑
閏
詳
ご
勢
日
切
雪
．
哉
四
汁
叶
日
．
皇
〕
］
〕
四
詩
⑦
｜
｜

里

ま
と
め

と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
い
く
つ
か
を
私
は
指
摘

し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
月
齢
ａ
自
身
の
訂
正
に
も
間
違
い
と

思
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
し
か
も
長
尾
博
士
も
、
国
侭
ｏ
亘
も

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
例
え
ば
本
論

で
論
じ
た
如
く
、
ぐ
自
己
目
く
四
国
色
↓
昌
目
ぐ
両
目
富
昌
騨
は
「
倶
舎

論
」
の
梵
本
な
ど
か
ら
見
て
訂
正
し
な
い
で
、
凰
昌
己
園
く
四
国
四

の
ま
ま
の
方
が
よ
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
・

ま
た
閾
四
日
｝
畠
言
凹
は
「
三
性
論
偶
」
に
も
見
出
さ
れ
、
こ
れ

に
類
す
る
語
は
「
華
厳
経
」
入
法
界
品
な
ど
に
も
見
出
さ
れ
る
が
、

大
谷
探
検
本
Ａ
、
Ｂ
や
国
侭
。
亘
本
や
、
ま
た
華
厳
経
の
梵
本
の

ぐ
豊
身
騨
本
や
、
更
に
は
「
三
性
諭
偶
」
の
儲
曽
ご
吟
己
冨
（
富
加
．

騨
閏
匙
《
己
君
）
↑
に
対
す
る
ド
・
ラ
・
ヴ
ァ
レ
・
プ
サ
ン
の
訂
正
な
ど

に
よ
っ
て
荘
厳
経
論
の
“
函
冒
冒
言
四
は
騨
困
芽
島
）
餌
に
訂
正
す

尋
へ
き
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
山
口
博
士
が
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
で
「
未
だ
そ
の
出
拠

を
審
ら
か
に
せ
な
い
が
云
々
」
の
偶
文
に
つ
い
て
は
、
本
論
で
指

摘
し
た
如
く
、
「
荘
厳
経
諭
」
求
法
品
の
第
六
十
偶
と
完
全
に
一

致
し
て
お
り
、
安
慧
は
「
荘
厳
経
論
」
に
も
註
釈
し
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
安
慧
が
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
に
引
用
し
て
い
る
偶

の
出
拠
は
「
荘
厳
経
論
」
求
法
品
第
六
十
偶
に
他
な
ら
な
い
と
い

》
っ
こ
と
に
な
ろ
う
。
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以
上
の
如
く
、
荘
厳
経
諭
の
テ
キ
ス
ト
に
は
問
題
が
多
く
、
大

附
記

谷
探
検
本
Ａ
、
Ｂ
や
、
更
に
別
の
旨
の
、
な
ど
が
参
照
で
き
れ
ば
、

も
っ
と
正
確
に
テ
キ
ス
ト
の
校
訂
が
で
き
る
と
思
う
。

（
昭
和
五
十
三
年
三
月
七
日
脱
稿
）

註
①
ぃ
原
急
《
昌
昏
ご
曽
凹
‐
目
ヰ
巴
鯉
冒
圃
目
、
冒
昌
呂
勺
肖
耐
｝
岳
Ｓ
、

②
印
尿
員
》
旨
昌
ご
習
抄
‐
印
昇
３
盲
目
園
国
司
○
日
③
昌
石
肖
厨
』

］
。
』
旨
。

③
野
沢
静
証
博
士
「
梵
文
大
乗
荘
厳
経
論
に
あ
ら
は
れ
た
る
三
性
説

管
見
ｌ
求
法
品
ｅ
ｇ
Ｈ
日
騨
冒
昌
＄
ご
‐
且
言
５
門
：
）
第
十
一
を

中
心
と
し
て
ｌ
」
（
大
谷
学
報
第
十
九
巻
第
三
号
）
昭
過
年
。

武
内
紹
晃
教
授
「
大
谷
探
検
隊
招
来
の
『
大
乗
荘
厳
経
論
」
に
つ

い
て
」
（
竜
谷
大
学
論
集
第
三
五
二
号
）
昭
弧
年
。

海
野
孝
憲
氏
「
弥
勒
の
唯
識
思
想
に
つ
い
て
い
Ｉ
安
慧
造
「
経
荘

厳
釈
疏
」
求
法
品
第
喝
偶
’
第
鯛
偶
を
通
し
て
」
（
名
古
屋
大
学
文

学
部
研
究
論
集
〆
Ｆ
ぐ
）
。

早
島
理
氏
「
菩
薩
道
の
哲
学
ｌ
「
大
乗
荘
厳
経
論
」
を
中
心
と
し

て
ｌ
」
（
南
都
佛
教
第
三
十
号
）
。

こ
の
他
に
も
多
く
の
研
究
論
文
が
あ
る
。

④
宇
井
博
士
「
大
乗
荘
厳
経
論
研
究
」
（
昭
郡
年
）
三
九
頁
’
五
八

二
頁
参
照
。

⑤
ｏ
旨
．
ｚ
品
四
○
肖
且
①
〆
８
曹
①
冨
昏
ご
目
Ｐ
ｉ
め
昇
働
旨
昌
圃
３

吋
四
再
○
口
①
（
邑
認
）
〕
冠
四
耳
目
言
○
（
忌
日
）
参
照
。

⑥
大
谷
探
検
本
Ａ
、
Ｂ
の
表
示
は
武
内
紹
晃
教
授
の
論
文
に
よ
る
。

（
前
掲
論
文
参
照
）
。

⑦
ｐ
Ｈ
ゞ
妙
切
品
。
ご
竿
冒
四
目
制
ロ
②
‐
の
異
風
］
自
圃
国
旦
陦
昌
盟

田
且
自
陣
殴
扁
胃
拝
目
①
ｘ
蕨
‐
ｚ
ｏ
．
届
）
。
ご
弓
．
参
照
。

〆

③
い
Ｆ
野
営
の
佛
訳
一
○
五
頁
脚
中
⑦
参
照
。

⑨
ｚ
四
鴨
○
叩
冒
：
ｘ
甘
昏
⑦
昌
昏
ご
習
塑
‐
め
目
風
盲
目
圃
国
弓
普
く
〕

一
．
臆
参
照
。

⑩
国
猪
。
旨
”
冒
巴
威
乱
口
騨
‐
呂
茸
己
自
冨
昌
や
認
息
．
Ｅ
参
照
。

⑪
宇
井
博
士
「
大
乗
荘
厳
経
論
研
究
」
二
○
○
頁
六
行
目
に
「
苦
行

相
の
修
習
」
と
あ
る
は
、
「
習
（
巳
⑫
①
ぐ
色
ｐ
ｐ
Ｉ
ｐ
届
く
眉
四
）
行
相
の
修

習
」
の
誤
ま
り
で
あ
る
と
思
う
。
漢
訳
も
「
習
」
と
な
っ
て
い
る
。

＠
Ｎ
本
も
ａ
昌
己
目
ぐ
騨
巨
凹
含
＄
葛
．
岳
）
で
あ
る
。
（
附
記
参
照
）

⑬
、
伊
瞥
時
旨
§
母
習
曾
‐
呂
茸
巴
四
目
圃
国
Ｈ
Ｏ
ｇ
①
目
も
閏
射
ゞ

ご
ロ
・
や
］
ｇ
脚
註
⑦
参
照
。

⑭
ｄ
・
急
○
唱
冨
国
恥
少
昏
昼
冨
Ｈ
目
鼻
○
段
ぐ
乱
唇
首
耳
園
患
ｏ
目
可
鱒

弓
色
排
員
ロ
置
戸
一
．
巨
息
．
尉
蔦
．
房
参
照
。

チ
、
、
ヘ
ッ
ト
訳
で
は
、
昏
畠
冨
尉
罫
冨
口
弓
巻
畠
ｌ
吟
ｌ
巴
、
昏
品

宮
両
目
ず
ゅ
（
冷
Ｉ
？
巴
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

⑮
国
晶
。
冒
《
冒
巴
国
乱
ロ
Ｐ
呂
耳
巴
目
圃
国
（
后
弓
）
や
置
息
・
麗

⑯
ｚ
品
沙
○
“
旨
烏
掛
さ
昔
の
冒
昌
ご
習
四
‐
呂
可
巴
自
〕
圃
国
（
乞
認
）

に
は
、
四
‐
い
且
詩
巴
冨
‐
昌
目
岸
冨
「
非
真
分
別
」
令
．
冷
蔦
．
ｅ
の
ま

ま
で
あ
る
。
Ｎ
本
も
Ｆ
⑪
急
本
と
同
じ
で
あ
る
。

⑰
荻
原
博
士
編
「
梵
和
大
辞
典
」
や
忌
切
に
も
四
‐
篭
邑
畠
言
四
「
非

真
分
別
普
苛
・
」
と
あ
る
。

⑬
司
冒
の
色
目
賀
『
百
冒
普
首
騨
』
・
凰
胃
農
与
①
（
岸
＆
ご
己
・
目

の
昌
国
ロ
丙
骨
四
国
・
閉
門
閂
Ｑ
Ｎ
ｐ
Ｈ
ｐ
』
（
』
④
函
争
）
や
印
つ
］
》
一
・
式
も
．
吟
、
口
、
、
い
つ
ｌ

ご
娯
認
息
皇
参
照
。

横
山
紘
一
「
五
思
想
よ
り
み
た
弥
勒
の
著
作
」
（
宗
教
研
究
二
○

八
号
）
三
○
頁
参
照
。

の、
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⑲
目
胃
①
⑦
沙
目
色
く
目
冨
普
茸
曾
》
自
旨
ｏ
巴
辱
○
日
言
（
一
ず
く
ロ
．
弓
．

ｔ

晋
Ｎ
ｐ
国
．
鱒
且
函
．
国
Ｎ
ｐ
目
（
ご
誤
）
詞
ｇ
］
怠
者
参
照
。

大
正
一
○
・
四
三
二
中
参
照
。

ｐ
Ｈ
．
ご
凹
菖
く
伊
学
ｏ
Ｐ
ｐ
Ｑ
ゆ
く
買
口
営
騨
呂
苛
四
口
承
９
口
．
唱
臼
》
一
．
ぢ

く

／

、
卜

Ｂ
ロ
邑
言
鴛
蟹
ロ
“
胃
岸
目
。
汽
菌
ｚ
○
．
巴
参
照
。

〆

⑳
目
冨
の
Ｐ
目
四
畳
巳
国
普
煎
騨
（
岳
誤
）
や
急
、
息
．
忠
ｊ
も
娯
認
．

＆
．
］
参
照
。
《

大
正
一
○
・
四
一
九
下
と
大
正
九
。
七
六
七
中
参
照
。

己
Ｈ
，
ぐ
ゅ
丘
尽
曽
○
胃
旦
豊
自
画
旨
餌
呂
苛
騨
（
ご
ｇ
）
で
は
、
鼠
Ｐ
邑
匡
〕
‐

貝
Ｐ
“
凰
烏
騨
言
ｐ
令
。
麓
Ｃ
蔦
・
・
試
）
↑
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

④
ご
自
身
。
本
は
新
し
く
見
つ
か
っ
た
国
胃
。
号
冒
、
、
を
参
照
し
て

い
る
の
で
、
閉
四
目
臣
日
国
ゅ
Ｐ
目
戸
口
宮
騨
も
儲
少
Ｑ
匡
日
富
い
ゅ
冒
扇
一
壱
色

の
誤
ま
り
か
も
し
れ
な
い
。

⑳
原
且
本
、
も
．
鼠
怠
ｇ
漢
訳
「
解
脱
門
」
（
大
正
三
一
・
六

一
○
上
）
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
目
色
目
冒
爲
昏
買
冒
官
侭
○
（
”
１
１
５

１
８
１
ｌ
沼
‐
１
１
１
１
）
参
照
。

⑳
国
樹
ｏ
宮
本
、
ロ
患
這
出
参
照
。

⑳
原
ａ
本
己
．
訊
息
．
守
漢
訳
「
勝
〔
観
察
〕
」
（
六
一
○
上
）
、

チ
ベ
ッ
ト
訳
目
ご
且
冨
儲
（
沼
１
１
１
７
）
参
照
。

⑳
圃
幽
唄
冒
本
、
」
）
．
患
怠
．
息
参
照
。

⑳
原
ａ
本
、
弓
訊
蔦
．
輻
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
訳
〔
］
‐
拭
冨
凸
身
蝕
（
祠
１

１
－
１
８
）
参
照
。
〔
〕
内
は
デ
ル
ゲ
版
に
よ
っ
て
補
っ
た
。

⑰
切
品
○
三
本
、
ラ
思
息
．
弓
参
照
。

⑳
原
畠
．
本
、
固
呂
為
函
参
照
。
Ｎ
本
は
冒
目
、
『
ｃ
〕
〕
ｏ
再
○
（
や

⑤
『
・
声
の
）
》
〆

、

⑳
ｚ
四
個
○
》
旨
号
ｘ
８
昏
①
昌
号
ご
営
騨
‐
呂
茸
己
四
目
目
国
］
）
．
普
く
』

員
匂
参
照
。

⑳
国
晶
ｃ
貝
本
、
や
患
息
．
届
参
照
。

＠
Ａ
本
、
ｇ
ヴ
息
．
骨
Ｂ
本
、
圏
色
蔦
＆
参
照
。

、
影
印
北
京
版
］
９
巻
沼
１
１
１
８
参
照
。

⑳
ｚ
巴
咽
○
》
旨
号
〆
さ
善
①
冒
四
颪
乱
口
曾
呂
言
塾
四
日
圃
昌
軍
営
ぐ
』

一
．
窓
参
照
。

②
原
急
の
佛
訳
や
巨
唖
の
脚
註
⑳
参
照
。
．

⑮
国
色
鴨
冒
本
、
己
ｇ
急
．
届
参
照
。
蕊
本
（
や
引
き
．
己
）
も

訂
正
な
し
。

⑳
Ａ
本
、
矧
騨
息
ふ
．
Ｂ
本
、
＄
一
）
為
と
参
照
。

⑰
原
負
の
佛
訳
も
虐
畠
の
脚
註
⑳
参
照
。

影
印
北
京
版
］
吊
巻
布
１
２
１
８
参
昭
蝿

⑬
山
口
博
士
「
世
親
造
〔
説
〕
三
性
論
偶
の
梵
蔵
本
及
び
そ
の
註
釈

的
研
究
」
（
宗
教
研
究
新
８
巻
第
３
号
、
昭
６
）
九
二
頁
参
照
。
（
「
山

口
益
佛
教
学
文
集
」
上
巻
一
四
八
頁
所
収
）
。

⑳
Ｆ
小
畠
本
、
や
ｇ
息
ふ
参
照
。
Ｎ
本
国
陸
国
号
騨
冒
冒
騨
威
二
‐

（
ず
一
戸
凹
写

旨
脚
の
汁
〕
（
や
．
「
輿
』
．
、
）
》

⑳
ｚ
撹
巴
（
）
”
旨
号
〆
さ
苔
の
冒
色
目
乱
己
鼠
昇
風
盲
目
圃
国
や
９

，
国
侭
。
冒
本
、
弓
臼
息
唐
参
照
。

＠
Ａ
本
、
ｇ
ｐ
息
．
］
参
照
。
た
だ
し
、
Ｂ
本
（
認
ロ
一
・
ｃ
は
、

（
写
葛
号
冒
薗
か
身
騨
圃
冒
の
３
の
よ
う
で
あ
る
が
、
よ
く
わ
か

ら
な
い
。

⑬
伊
曾
『
］
本
へ
弔
弓
息
．
鱈
参
照
。
Ｎ
本
は
原
菖
本
と
同
じ
。

⑭
Ａ
本
、
認
豆
一
座
、
Ｂ
本
、
ｇ
色
？
』
．
吟
参
照
。

⑮
影
印
北
京
版
』
呂
巻
別
１
１
１
８
・
デ
ル
ゲ
版
胃
雪
戸
一
画
参
照
。

⑳
原
急
本
、
宅
留
息
．
畠
参
照
。
Ｎ
本
は
原
量
本
と
同
じ
。
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＠
Ａ
本
、
臼
豆
員
当
、
Ｂ
本
、
豊
丘
『
．
］
参
照
。

⑬
影
印
北
京
版
］
呂
巻
沼
１
３
１
７
参
照
。

デ
ル
ゲ
版
も
同
じ
よ
う
に
、
ご
》
こ
き
旨
費
）
『
昼
旨
身
呂
ご
色

（
忌
冒
室
．
ｅ
と
な
っ
て
い
る
。

⑲
原
昌
本
、
や
＄
違
面
参
照
。
Ｎ
本
含
・
忌
息
ど
も
同
じ
。

⑳
Ｆ
身
］
の
佛
訳
や
昌
呂
の
脚
註
参
照
。

、
ｚ
畠
四
○
閏
且
Ｃ
ｘ
８
昏
○
旨
巴
〕
ご
胃
Ｐ
閨
胃
巳
塵
且
自
国
や
〆
弓
、

畠
．
忠
参
照
。

＠
国
樹
。
巨
本
、
や
ｇ
急
息
参
照
。

＠
Ａ
本
、
訊
圏
忌
昌
参
照
。
Ｂ
本
は
目
豊
動
日
四
具
呈
）
Ｐ
凰
留
旨
言
目

（
割
ロ
』
．
巴
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
お
そ
ら
く
目
ご
脚
目
色
員
国
‐

冒
風
唱
冒
冨
昌
で
あ
ろ
う
。

③
影
印
北
京
版
ｇ
、
巻
測
１
４
１
２
。
デ
ル
ゲ
版
昌
露
ず
息
巨

⑤
宇
井
博
士
の
訳
「
臂
え
ば
幻
が
密
呪
に
記
せ
ら
れ
て
木
片
・
土
塊

等
を
現
わ
す
迷
乱
の
因
で
あ
る
が
如
く
に
」
（
「
大
乗
荘
厳
経
諭
研
究
」

二
○
五
頁
参
照
）
は
、
私
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
「
木
片
や
土
塊

、
、
、
、

等
を
現
わ
す
」
の
で
は
な
く
、
「
木
片
や
土
塊
等
が
迷
乱
の
因
で
あ

っ
て
、
象
、
馬
、
金
等
の
形
相
を
現
わ
す
」
の
で
あ
る
か
ら
、
私
は

「
臂
え
ば
木
片
や
土
塊
等
な
る
迷
乱
の
因
〔
相
〕
が
、
幻
〔
師
〕
の
呪

文
に
よ
っ
て
呪
記
せ
ら
れ
た
如
く
」
の
意
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
（
幻

〔
師
〕
と
し
た
の
は
、
漢
訳
と
安
慧
釈
と
に
よ
る
。
ま
た
冨
凰
四
国
菌

は
葛
戸
冒
凰
器
昏
詳
胃
冨
昌
昌
呂
の
意
を
参
照
し
て
訳
し
た

・
己
彦
騨
冒
昌
名
昌
四
，
○
日
目
①
己
冨
、
曼
門
己
屋
蔦
．
夙
に
は
餌
冒
ロ
ー
〕
‐

馬
印
名
目
揖
唱
冨
国
舎
秒
皀
一
昇
且
耳
村
答
○
の
菌
）
の
例
が
あ
る
竜

野
沢
静
証
博
士
「
梵
文
大
乗
荘
厳
経
諭
に
あ
ら
わ
れ
た
る
三
性
説

管
見
」
（
大
谷
学
報
第
十
九
巻
第
三
号
）
六
一
頁
参
照
。
な
お
、
山

口
博
士
に
は
、
偶
文
と
の
関
連
を
重
視
し
た
と
思
わ
れ
る
和
訳
が
あ

る
が
、
文
法
的
に
は
や
や
疑
問
が
残
る
。
（
「
山
口
益
佛
教
学
文
集
」

上
巻
一
五
六
頁
参
照
。
）

⑳
原
急
の
佛
訳
、
頃
］
扇
脚
註
参
照
。

⑰
ｚ
損
四
○
“
冒
号
ｘ
言
昏
。
普
曾
里
色
目
３
国
や
瞬
く
墓
・
園
参
照
。

③
馬
騨
唄
冨
本
、
弓
爵
息
鴎
参
照
。
〆

③
原
昌
本
、
ご
副
惠
．
ｇ
参
照
。
Ｎ
本
も
昏
昏
蔚
騨
。
。
色
含
．
窓
》

］
・
巴
で
あ
る
。
⑳
註
③
参
照
。
、

⑥
宇
井
博
士
「
大
乗
荘
厳
経
論
研
究
」
六
一
五
頁
参
照
。
・

＠
Ａ
本
、
臼
四
蔦
巴
参
照
。
⑨
．
Ｂ
本
、
霞
ご
違
い
参
照
。

、
影
印
北
京
版
己
函
巻
祁
１
４
１
１
参
照
。

⑮
原
菖
本
、
壱
尉
息
．
底
参
照
。
Ｎ
本
は
尿
昌
本
と
同
じ
。

⑭
原
急
の
佛
訳
、
毛
呂
ｇ
脚
註
参
照
。

⑰
ｚ
騨
噌
。
》
旨
号
糾
さ
号
。
旨
昏
ご
営
農
旦
働
旨
日
圃
昌
弓
、
閏
く
）

角
．
后
参
照
。

⑥
園
騨
唱
三
本
、
目
〕
・
矧
為
．
国
参
照
。
た
だ
し
、
脚
註
に
皇
）
皇
皀
冒

・
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

⑲
Ａ
本
、
日
戸
田
，
烏
Ｂ
本
、
翌
色
恵
＆
参
照
。
‐

⑳
尿
昌
本
、
弓
＄
息
．
四
参
照
。
た
だ
し
団
四
唱
言
本
今
認
墓
．

》
閉
）
に
は
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

⑪
Ａ
本
、
ゞ
理
豆
一
．
可
Ｂ
本
、
弓
騨
蔦
と
参
照
。

、
影
印
北
京
版
旨
、
巻
測
１
３
１
８
参
照
。

③
鼠
昌
本
、
や
＄
為
虐
参
照
。
た
だ
し
嗣
騨
哨
冒
本
含
・
畠
》

一
．
旨
）
に
は
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

＠
・
原
１
本
、
壱
晟
息
．
己
参
照
。
た
だ
し
国
圏
唱
宮
本
ｅ
覇
』

一
．
嵐
）
に
は
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
宇
井
博
士
の
訂
正
も
あ
る
。
（
宇

、『ー
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井
博
士
「
大
乗
荘
厳
経
論
研
究
」
六
一
五
頁
一
四
行
目
参
照
。
）
五
偶
の
長
行
）
参
照
。
私
が
今
か
ら
論
じ
よ
う
と
す
る
求
法
品
第
六

⑤
尿
急
本
、
ロ
留
蔦
目
参
照
。
Ｎ
本
は
恩
ａ
本
と
同
じ
。
十
偶
の
長
行
に
も
出
て
い
る
。

⑯
宇
井
博
士
「
大
乗
荘
厳
経
論
研
究
」
六
一
五
頁
二
行
目
参
照
。
⑧
山
口
博
士
「
動
佛
と
静
佛
」
七
八
頁
参
照
。

⑰
嗣
侭
ｏ
冒
本
、
詞
認
為
隠
参
照
。
拙
稿
「
伽
教
学
セ
ミ
ナ
ー
」
第
一
号
五
七
頁
参
照
。

⑬
影
印
北
京
版
ら
、
巻
泓
１
１
１
７
参
照
。
⑨
甲
四
目
①
苗
》
冨
且
ご
冒
冨
‐
昌
言
脚
盟
‐
散
ぃ
曾
四
（
ご
国
）
己
．
闇
〕
一
・

⑲
原
急
本
、
や
訊
蔦
．
ｇ
参
照
。
瞳
参
照
。

④
宇
井
博
士
「
大
乗
荘
厳
経
論
研
究
」
六
一
五
頁
ニ
ハ
行
目
参
照
。
⑳
尿
ご
）
本
、
己
．
己
当
．
届
参
照
。
Ａ
本
、
訊
圏
．
一
．
骨
Ｂ
本
＄
蜜
』

圃
品
ｅ
三
本
、
弔
爵
息
．
閉
参
照
。
『
、
参
照
。

⑪
武
内
紹
晃
教
授
爆
礎
癖
蝿
「
大
乗
荘
厳
経
論
』
に
つ
い
て
」
（
竜
⑪
宇
井
博
士
「
大
乗
荘
厳
経
論
研
究
」
一
三
五
頁
参
照
。

谷
大
学
論
集
第
三
五
二
号
）
。
註
③
参
照
。
②
い
割
騨
冒
騨
唱
。
巨
￥
冒
邑
辱
習
〕
首
く
ぎ
冒
唱
自
国
や
３
〕
『
．
路
１
ｔ

⑨
同
論
文
七
六
頁
’
七
七
頁
参
照
。
固
雪
息
出
参
照
。

⑭
目
９
口
目
。
》
９
国
ｏ
３
ｏ
ｐ
ｍ
ｇ
苔
の
旨
。
｝
風
剴
ロ
⑳
呂
茸
抑
盲
目
面
３
⑬
影
印
北
京
版
邑
、
巻
沼
１
１
１
７
。
デ
ル
ゲ
版
ご
冒
蔦
出

〆
Ｈ
，
韻
（
「
印
度
学
佛
教
学
研
究
」
第
二
十
二
巻
第
一
号
）
五
一
三
⑭
も
四
目
①
菌
》
旨
且
耳
目
国
‐
ぐ
号
冒
鳴
‐
勘
稗
国
（
忌
国
）
己
・
紹
急
．

頁
参
照
。
瞳
参
照
。

⑨
国
四
盟
○
》
旨
烏
〆
さ
昔
の
冒
四
圖
冨
ロ
Ｐ
‐
呂
餅
凶
医
昌
圃
目
で
普
く
』
⑤
い
国
魚
日
紺
屋
、
言
“
昌
且
ご
習
曾
ご
旨
自
彊
画
圃
や
い
認
息
当

望
．
お
〔
補
註
〕
校
正
の
段
階
で
「
五
明
処
に
勤
行
せ
ず
し
て
は
云
友
」
の
偶

、
山
口
博
士
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
一
○
三
頁
参
照
。
が
、
大
乗
荘
厳
経
論
の
偶
で
あ
る
こ
と
を
、
山
口
博
士
が
指
摘
し

③
同
書
一
○
六
頁
註
⑤
参
照
。
て
お
ら
れ
る
（
「
山
口
益
佛
教
学
文
集
下
」
四
七
九
頁
並
び
に
四
八

⑰
尿
急
本
、
詞
届
③
息
．
巴
参
照
。
二
頁
註
⑲
）
こ
と
を
知
っ
た
の
で
、
こ
の
問
題
は
私
の
無
駄
な
詮

宇
井
博
士
「
大
乗
荘
厳
経
論
研
究
」
四
二
九
頁
（
覚
分
品
第
二
十
索
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

〔
附
記
〕
校
正
中
に
最
近
、
ｚ
の
夕
『
５
時
の
臣
の
旨
い
貸
昌
①
さ
周
置
く
目
の
＆
聾
巨
昌
。
⑳
昌
言
ｏ
Ｈ
Ｅ
胃
］
桓
○
豈
い
よ
り
発
売
の
冒
○
３
白
目
、

昌
騨
目
私
．
儲
目
働
盲
房
四
国
（
ｚ
呉
冒
〕
己
冑
ｏ
巨
ぐ
Ｏ
い
の
ｚ
名
巳
剴
冒
冨
叶
も
昂
盾
勢
句
①
い
』
Ｎ
本
と
す
る
）
を
見
る
機
会
を
得
た
の
で
、
そ
の
頁

数
を
挿
入
し
た
。
し
か
し
Ｎ
本
は
原
昌
本
と
殆
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、
大
谷
探
検
本
の
Ａ
本
、
Ｂ
本
と
比
較
し
て
資
料
的
価
値
は
少
な
い
よ
う
に

思
う
。
た
だ
Ｆ
か
昌
本
で
は
、
か
な
り
欠
け
て
い
る
求
法
品
第
五
偶
が
始
め
か
ら
完
全
な
偶
の
ま
ま
で
、
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
が
、

こ
の
第
五
偶
に
つ
い
て
は
、
近
く
武
内
紹
晃
教
授
が
発
表
の
予
定
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
私
は
こ
の
偶
に
つ
い
て
全
く
言
及
し
な
か
っ
た
。
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